
44

水・河川・湖沼関係文献研究会   こが くにお 　古賀邦雄　
1967（昭和42）年西南学院大学卒業、水資源開発公団（現・独立行政法人水資源
機構）に入社。30年間にわたり水・河川・湖沼関係文献を収集。2001年退職し現
在、日本河川開発調査会、筑後川水問題研究会に所属。

今
春
、
九
州
古
代
史
の
会
の
メ
ン
バ

ー
と
遠
賀
川
流
域
の
竹
原
、
王
塚
古
墳

な
ど
を
見
て
回
っ
た
。
い
ず
れ
の
古
墳

も
犬
鳴
川
、
穂
波
川
の
支
川
が
、
遠
賀

川
に
向
か
っ
て
延
び
る
丘
陵
地
に
造
ら

れ
て
い
る
。
石
室
に
は
水
を
容
れ
た
土

器
が
黄
泉
の
国
で
食
事
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
と
、
埋
蔵
さ
れ
た
と
い
う
。
古
代

人
に
と
っ
て
、
水
は
自
由
財
で
あ
っ
た
。

縄
文
、
弥
生
時
代
に
稲
作
が
始
ま
り
、

日
本
の
最
古
の
ダ
ム
と
言
わ
れ
る
奈
良

県
の
蛙

か
え
る

股ま
た

池
を
は
じ
め
、
満
濃
池
（
香

川
県
）、
狭
山
池
（
大
阪
府
）
が
造
ら
れ
、

稲
作
が
普
及
し
て
い
く
。
さ
ら
に
中
世
、

近
世
に
か
け
て
溜
め
池
や
小
河
川
の
導

水
に
よ
っ
て
新
田
開
発
が
進
み
、
農
業

用
水
は
、
の
ち
に
慣
行
水
利
権
と
し
て

排
他
的
な
権
利
を
確
立
す
る
。

水
が
財
と
し
て
商
品
化
す
る
の
は
、

江
戸
に
神
田
上
水
、
玉
川
上
水
が
通
水

さ
れ
た
時
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
上
水

の
余
水
を
水
船
業
者
が
汲
み
売
水
し
た
。

水
船
業
者
は
幕
府
か
ら
鑑
札
を
受
け
、

上
納
金
を
納
付
す
る
。
山
本
一
力
の

『
道
三
堀
の
さ
く
ら
』（
角
川
書
店
、
２

０
０
５
）
は
、
水
船
業
者
の
龍
太
郎
と

水の文化書誌 《水の商品化》n

蕎
麦
屋
の
娘
お
あ
き
と
の
恋
模
様
を
か

ら
め
た
物
語
で
あ
る
。
龍
太
郎
は
一
日

50
荷
（
２
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
）
を
汲
み
、

一
荷
（
46
リ
ッ
ト
ル
）
を
百
文
で
売
る
。

水
代
は
一
荷
20
文
、
船
の
借
賃
が
30
文
。

１
０
０
文
で
売
れ
ば
50
文
の
儲
け
と
な

る
。
こ
の
小
説
は
、
水
の
商
品
化
（
価

格
）
を
事
細
か
に
捉
え
て
興
味
が
尽
き

な
い
。

明
治
維
新
後
、
東
京
府
は
水
船
業
者

規
則
を
定
め
、
上
水
の
余
水
の
営
業
を

続
け
さ
せ
た
。
東
京
都
公
文
書
館
編

『
東
京
の
水
売
り
』（
東
京
都
、
１
９
８

５
）
は
、
水
の
商
い
を
詳
述
し
て
い
る
。

現
在
、
羽
田
は
国
際
空
港
の
町
に
大

き
く
変
わ
っ
た
が
、
か
つ
て
は
潮
の
香

り
が
漂
う
漁
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
児

童
書
、
野
村
昇
司
・
作
、
阿
部
公
洋
・

絵
『
羽
田
の
水
舟
』（
ぬ
ぷ
ん
児
童
図
書
、

１
９
８
２
）
に
、
多
摩
川
の
あ
げ
潮
時

に
水
を
汲
み
（
淡
水

あ

お

取
水

し
�
す
い

）、
売
り
歩
く

姿
を
描
く
。
羽
田
に
水
道
が
供
給
さ
れ

た
の
は
１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
で
あ

っ
た
。

わ
が
国
は
、
開
国
以
来
欧
米
の
列
強

に
対
抗
し
て
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業

政
策
が
と
ら
れ
た
。
安
田
正
鷹
著
『
水

の
経
済
学
』（
松
山
房
、
１
９
４
２
）
は
、

国
力
と
し
て
水
の
利
用
増
大
が
必
要
で

あ
る
と
主
張
し
、
河
川
の
上
流
に
ダ
ム

を
造
り
、
こ
の
貯
留
水
を
多
目
的
に
農

業
用
水
、
水
道
用
水
、
発
電
用
水
、
工

業
用
水
に
使
う
河
川
統
制
事
業
を
興
す

こ
と
を
論
じ
た
。
相
模
川
等
で
事
業
の

着
手
を
み
た
が
、
１
９
４
５
年
敗
戦
を

迎
え
、
戦
後
こ
の
事
業
は
河
川
総
合
開

発
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
。

１
９
５
０
年
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、

日
本
は
特
需
景
気
に
わ
き
、
続
い
て
高

度
成
長
期
に
入
る
。
こ
の
成
長
の
一
要

因
は
工
業
用
水
等
を
廉
価
に
供
給
す
る

水
資
源
開
発
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
こ

と
に
あ
っ
た
。
佐
藤
武
夫
著
『
水
の
経

済
学
』（
岩
波
書
店
、
１
９
６
５
）
は
、

日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
過
程
に
お
け

る
水
利
問
題
を
め
ぐ
る
関
係
者
の
対
立

関
係
を
論
じ
る
。

前
述
の
河
川
総
合
開
発
事
業
に
伴
う

多
目
的
ダ
ム
が
造
ら
れ
る
と
、
既
得
の

水
利
関
係
者
と
の
利
害
が
衝
突
す
る
。

一
方
、
水
行
政
は
、
農
業
用
水
は
農
林

省
、
水
道
用
水
は
厚
生
省
、
発
電
用
水

と
工
業
用
水
は
通
産
省
、
治
水
は
建
設

省
の
管
轄
で
あ
り
、
省
庁
間
の
利
害
関

係
も
生
じ
る
（
省
名
は
当
時
）。
新
沢
嘉

芽
統
著
『
河
川
水
利
調
整
論
』（
岩
波
書

店
、
１
９
６
２
）
に
は
、
各
々
の
利
水

者
が
満
足
す
る
よ
う
に
相
互
に
調
整
し

合
う
水
利
用
を
論
じ
る
。
一
つ
の
方
法

と
し
て
、
種
々
の
農
業
用
水
を
合
口

（
合
理
化
）
し
、
他
と
の
水
利
を
調
和
す

る
。
冷
水
問
題
で
は
ダ
ム
に
表
層
水
取

水
施
設
の
設
置
に
よ
り
解
決
を
図
っ
た
。

ま
た
事
業
者
が
負
担
す
る
多
目
的
ダ
ム

建
設
費
の
振
り
分
け
も
論
じ
る
。

宇
井
純
編
『
日
本
経
済
と
水
』（
日
本

評
論
社
、
１
９
７
１
）
の
中
で
、
伊
東

光
晴
は
「
人
間
が
生
き
る
た
め
に
必
要



45 水の商品化

一
方
、
水
道
経
営
の
効
率
化
の
た
め

に
民
営
化
が
進
む
。
斉
藤
博
康
著
『
水

道
事
業
の
民
営
化
・
公
民
連
携
』（
日
本

水
道
新
聞
社
、
２
０
０
３
）
で
は
、
水

道
経
営
に
つ
い
て
既
に
地
方
独
立
行
政

法
人
制
度
の
導
入
や
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
る
管
理
委
任
に
よ
っ
て
一
部
運

営
さ
れ
て
い
る
と
論
ず
る
。

ロ
ビ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
著
、
沖
大
幹
監

訳
『
水
の
世
界
地
図
』（
丸
善
、
２
０
０

６
）
に
よ
れ
ば
、
貧
し
い
者
の
方
が
高

い
水
代
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
と
い

う
。
世
界
で
は
水
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
み
、
石
油
争
奪
戦
と
同
様
に
水
の
争

奪
戦
が
始
ま
っ
た
。

水
戦
争
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
・
ド
・

ヴ
ィ
リ
エ
著
『
ウ
ォ
ー
タ
ー
ー
世
界
水

戦
争
』（
共
同
通
信
社
、
２
０
０
２
）、

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ロ
ス
フ
ェ
ダ
ー
著
『
水

を
め
ぐ
る
危
険
な
話
』（
河
出
書
房
新
社
、

２
０
０
２
）、
モ
ー
ド
・
バ
ー
ロ
ウ
著

『
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ- 

独
占
さ
れ
る

水
資
源
』（
現
代
企
画
室
、
２
０
０
０
）、

モ
ー
ド
・
バ
ー
ロ
ウ
、
ト
ニ
ー
・
ク
ラ

ー
ク
の
共
著
『
「
水
」
戦
争
の
世
紀
』

（
集
英
社
、
２
０
０
３
）、
ヴ
ァ
ン
ダ

ナ
・
シ
ヴ
ァ
著
『
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ

ー
ズ
』（
緑
風
出
版
、
２
０
０
３
）、
国

際
調
査
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
著
『
世

界
の
〈
水
〉
が
支
配
さ
れ
る
！
』（
作
品

社
、
２
０
０
４
）
の
書
が
あ
り
、
い
ず

れ
の
書
も
水
道
の
民
営
化
、
水
ビ
ジ
ネ

ス
、
水
の
私
有
化
、
水
争
い
、
水
汚
染
、

民
族
紛
争
、
国
境
紛
争
を
論
じ
、
警
告

す
る
。

『
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
の
書

か
ら
、
水
道
民
営
化
に
よ
る
南
米
の
ボ

リ
ビ
ア
の
紛
争
を
み
て
み
た
い
。
１
９

９
９
年
ボ
リ
ビ
ア
で
は
水
道
が
民
営
化

さ
れ
る
と
水
道
料
金
１
ヶ
月
20
ド
ル
に

な
っ
た
。
最
低
賃
金
１
０
０
ド
ル
未
満

の
人
々
が
ほ
と
ん
ど
の
国
で
で
あ
る
。

こ
の
た
め
市
民
は
ゼ
ネ
ス
ト
で
抵
抗
し
、

政
府
は
戒
厳
令
を
発
し
た
が
水
の
抗
議

は
続
き
、
政
府
は
水
道
の
民
営
化
を
撤

回
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ボ
リ
ビ
ア

の
人
々
に
と
っ
て
、
水
は
人
々
の
生
殺

与
奪
を
握
る
も
の
で
、
い
わ
ば
生
存
権

と
し
て
の
財
で
あ
る
。

以
上
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
世

界
を
含
め
て
水
の
商
品
化
に
係
わ
る
書

を
掲
げ
て
き
た
。
財
と
し
て
の
水
は
、

自
由
財
、
公
共
財
、
経
済
財
（
消
費
財
、

生
産
財
）
と
様
々
だ
。
さ
ら
に
は
生
存

権
と
し
て
の
財
と
呼
び
う
る
側
面
も
持

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
性
格
を

有
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
水
の
商
品

化
は
そ
の
国
の
経
済
状
態
に
よ
っ
て
変

化
す
る
。

な
水
は
、
経
済
学
的
に
は
公
共
財
で
あ

る
か
ら
、
政
府
は
こ
れ
を
供
給
す
る
責

任
が
あ
り
、
税
金
に
よ
り
水
は
無
料
で

供
給
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
シ
ビ

ル
・
ミ
ニ
マ
ム
論
（
都
市
型
市
民
の
生

活
権
と
し
て
整
備
す
べ
き
最
低
基
準
）

の
立
場
か
ら
展
開
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
安
井
正
巳
著
『
水
の

経
済
学
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
１
９
７

５
）
で
は
、
水
を
経
済
財
と
捉
え
、
最

終
消
費
財
と
中
間
的
生
産
財
に
位
置
づ

け
る
。
そ
し
て
「
水
の
価
格
は
水
の
経

済
循
環
の
な
か
で
、
水
と
い
う
財
の
各

種
の
使
用
に
つ
い
て
、
各
種
の
段
階
に

お
い
て
需
要
者
と
供
給
者
と
の
間
に
行

わ
れ
る
財
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
移
転
の

さ
い
に
形
成
さ
れ
る
」
と
論
じ
る
。「
も

し
、
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
論
を
採
用
す

れ
ば
、
水
道
施
設
の
投
資
力
が
弱
ま
り
、

必
要
な
水
が
供
給
さ
れ
な
く
な
る
可
能

性
が
生
じ
る
。
真
の
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ

ム
と
は
む
し
ろ
必
要
か
つ
十
分
な
水
の

安
定
し
た
供
給
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

水
利
転
用
に
つ
い
て
は
、
華
山
謙
、

布
施
徹
志
著
『
都
市
と
水
資
源- 

水
の

政
治
経
済
学
』（
鹿
島
出
版
会
、
１
９
７

７
）
で
は
、
二
ヶ
領
用
水
、
愛
知
用
水
、

老
司
井

ろ

う

し

い

堰
の
事
例
を
あ
げ
、
現
代
資
本

主
義
の
下
で
は
、
水
の
適
正
配
分
の
た

め
に
は
農
業
用
水
を
都
市
用
水
に
転
用

す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
水
利
権
を
物

権
と
見
な
し
、
水
利
権
の
価
格
に
つ
い

て
、
上
限
と
下
限
の
価
格
を
決
定
し
、

そ
の
間
で
譲
渡
を
行
う
。
さ
ら
に
、
水

利
権
譲
渡
を
認
め
る
要
件
の
ル
ー
ル
を

つ
く
る
こ
と
だ
と
示
唆
す
る
。

水
の
商
品
化
が
顕
著
に
現
れ
る
の
は

飲
料
水
だ
。
河
野
昭
三
著
『
ビ
ジ
ネ
ス

生
成- 

清
涼
飲
料
の
日
本
化
』（
文
眞
堂
、

２
０
０
４
）
は
、
ラ
ム
ネ
、
サ
イ
ダ
ー
、

ビ
ー
ル
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
、
幕
末

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
、
西
洋
文

化
の
移
入
品
と
し
て
論
ず
る
。
１
９
６

４
年
、
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
が
登
場
す
る
。
１
９
８
４
年

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
生
産
・
輸
入

量
は
８．

２
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
２
０

０
４
年
に
は
１
６
２．

６
万
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
へ
と
飛
躍
的
に
増
大
す
る
。

中
村
靖
彦
著
『
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ビ
ジ

ネ
ス
』（
岩
波
書
店
、
２
０
０
４
）
は
、

内
外
水
産
業
の
過
熱
ぶ
り
の
実
態
を
追

う
。
水
道
の
価
格
は
１
立
米
当
た
り
に

換
算
す
る
と
１
２
０
円
、
ボ
ト
ル
水
は

24
万
円
と
な
り
、
２
千
倍
の
高
い
水
と

な
る
。
５
０
０
ｍ
リ
ッ
ト
ル
１
２
０
円

の
ボ
ト
ル
水
は
、
水
道
の
価
格
に
換
算

す
る
と
０
・
０
６
円
に
す
ぎ
な
い
。

高
田
公
理
著
『
な
ぜ
「
た
だ
の
水
」

が
売
れ
る
の
か
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
２

０
０
４
）
に
よ
る
と
、
ボ
ト
ル
水
は
手

軽
に
入
り
、
健
康
志
向
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
感
覚
、
生
活
慣
習
と
な
り
、
嗜
好
品

文
化
と
し
て
定
着
し
た
と
分
析
す
る
。

こ
の
ボ
ト
ル
水
の
購
買
力
に
水
道
事
業

者
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
東
京

都
を
は
じ
め
地
方
自
治
体
も
ボ
ト
ル
水

の
製
造
販
売
に
乗
り
出
し
た
。


